
●iPS細胞や遺伝子組換えなど授
業内容に興味があって、この科目

を履修しようと思いました。難し

いところもありましたが、今日の

授業では、iPS細胞の仕組みなど
をよく知ることができて、とても

勉強になりました。

同　後藤洋祐

●ミャンマーからの留学生です。ミャ
ンマーは農業国ですから、自分の国に

何か貢献できればと思って勉強してい

ます。iPS細胞は４つの遺伝子を導入し
てつくる、という話が興味深いです。

日本語は理解できるので、難しい授業

にもチャレンジできる。松田先生には、

この授業以外にも、メダカの研究の話

を聞かせていただきました。

同　ピィ・ピョー・ナイン　

●高校では「生物」の授業を選
択していなかったのですが、だ

からこそ、新しく聞くことがい

っぱいあって新鮮です。この授

業には、（文系の）農業経済学

科の学生もいるので、初心者に

もわかりやすく説明してくれま

す。３、４年の実験で、遺伝子

導入など、この授業で得た知識

を活かせたらと思います。

同　八板　理

感性は、育った文化、環境によって違

ってきます。日本人の学生と中国からの

留学生とでは、同じ画像を見ても評価の

仕方に違いがあります。世の中には、モ

ノがあふれていますが、みな同じような

もので画一的です。どれだけ、その人の

特性に合わせた情報提示をしてあげられ

るかが、これから大切になってきます。

人の感性を考慮したモノ作りを考えていきたい。

人はそれぞれ思いがあって、何かをアウトプットしてい

るわけです。学生には、それを感じ取れる感性を育ててほ

しいと思っています。 同　石川智治　准教授

見やすいディスプレイなど、「快適な

視環境をつくる」ことが研究室の大きな

テーマです。明るい暗い、見やすい、心

地良いなど主観的な人間の評価を定量的

に計る方法があります。人間の認知構造にうまく合った

インターフェースなどをつくる上で、定量的な評価が基

準になります。学生には、主観的な評価に対して客観的

に取り組む方法論があることを学んでほしい。

学会に参加するため外国に行く機会が多いのですが、

できるだけ学生にも一緒に参加してもらうようにしてい

ます。着眼点の違いを肌で感じ、グローバルなエンジニ

アに育ってもらいたいと思っています。

工学研究科　阿山みよし　教授
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●将来、動物に関わる研究をした
いと思っています。そのためにも

細胞や遺伝子のことを学ぶことは

大切。最先端の遺伝子組換えの技

術など、いろんなことが学べて、

とても興味深い授業です。

生物生産科学科２年　二瓶直浩

●一般の色覚の方と色弱の方の色の見え

方の違いを調べて、色弱者の方が、私た

ちが見ているものと近いものを見られる

ような画像を考えることが私の研究テー

マです。 （同　折原知里）

●漆の質感の研究をしています。先輩の

面倒見がよく、先輩に簡単に質問できる

雰囲気がある。するどい指摘が返ってく

るので、一つ一つの質問がためになりま

す。 （情報工学科４年　高橋良武）

●ファッション、服が好きで、布地質感

識という、布の視覚と触覚との違いをな

くす研究に心惹かれました。実際にファ

ッションの現場に視察に行くなどの経験

ができているので、すごく楽しい。

（同　平　翔登）

●ウェブショップなどで服を買うときに、

パソコン上の画面で見たときと、品物が

届いて実物を見たときで、布地の色味や

質感が違うということがある。そういう

ものをなくすためには、どうしたらいい

のか、を研究しています。（同　赤川悠哉）

●研究室概要

●学生から
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●情報工学に所属していると、ふだ

ん知り得ないような物理的なこと、

感性に関することも学べるので、将

来、工学的な道に進むにしても、こ

ういう研究をすることはためになり

ます。（工学研究科２年　田宮直樹）

●平面の画面上で立体的に見せられ

るような、光と影の具合を探してい

く立体感知覚が、僕の研究です。こ

のゼミは、学会参加で海外へ行く機

会や共同研究で企業の方に会う機会

もあり、いい経験になります。

（同　梶宏之）

●共同研究や学会に参加する機会が

多い。私もそういうものに参加し、

いろいろな先生方の話を聞き、それ

を自分の研究に活かすことができ

る。就職に強い研究室です。

（同　坂上雄軌）

分子生物学の発展による

DNA情報の利用は、犯罪捜査

や食品の偽装判別など多岐に

わたり、普段の生活と密接に

関わってきています。本講義

では現代の生命科学研究に必

須の分子生物学的手法や遺伝

子組換え技術の基本について

概説しています。また、最先

端の研究を紹介することで、

それらの技術がどのように実

際の研究へ応用されているか

を紹介しています。

視覚を中心に触覚や聴覚

などの認知科学・感性工学

に関する研究を一人または

数人のグループで実施して

います。また、企業との共

同研究も多いため、社会人

としての対応も勉強できる

研究室です。

現在の構成員は、博士後

期課程2名（社会人を含む）、

博士前期課程10名、学部生

14名の合計26名です。

少し前だったら、「DNA」「遺伝子」と聞いただけで、
「難しい」と拒否反応を示す学生も多かったと思います

が、いまは、ふだんの生活と密接に関わってきています。

本授業では、農学部の学生の教養としてDNAや遺伝子
を理解する、ということを目指しています。

私は、研究所での研究員歴が長く、そのバックボーン

を活かして、授業では研究の最先端の部分をできるだけ

紹介できるよう心がけています。

研究所時代に知り合ったトップサイエンティストから

得る生きた情報、資料を授業のなかで活用しながら、学

生たちに最先端の研究を

伝えたいと思っています。

もう一つ心がけている

のは、「分かりやすく」と

いうことです。この授業

を履修している学生のな

かには、高校時代「生物」

を選択していない学生も

います。

高校の教科書に載って

いるような基本的なとこ

ろからスタートして、最

先端の部分につなげてい

く授業の展開を考えてい

ます。

● 教員から

バイオサイエンス教育研究センター　松田　勝　准教授


